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現状分析 

 近年、大気汚染による人類への影響が深刻になっ

ている。Fuller ら（2022）によると、2019 年の約

900 万人の死亡原因は大気汚染である。特にアジア

太平洋地域の約 92％、40 億人の死亡率や健康被害

が増加している（UNEP 2019）。世界的な大気汚染の

促進要因に、約 50％の不適切な廃棄物管理や野焼

きが含まれる (UNEP 2023)。特にマレーシアでは家

庭廃棄物の増加がそれらの行動を招く。Kok Siew 

Ng（2023）から、家庭廃棄物が 2001 年から 20 年間

で 3 倍以上に増え、その 82.5％は埋立処分されて

いる。一方、国内の 296 個の固形廃棄物処分場の

内、8 か所のみが衛生的な処分場であると認められ

ている（Kamaruddin 2017）。さらに全体のリサイク

ル率 50％に対して家庭廃棄物は 22％に満たないと

いう問題は廃棄物の発生源での分別の不足が主な原

因であると述べられている（Jain 2017）。そのた

め、家庭廃棄物の削減は喫緊の課題となっている。 

 

研究意義 

 マレーシアの廃棄物減少のためにはリサイクル行

動が効果的だ。リサイクル行動とは、ごみの分別や

グリーン購入などの日常生活の中で取り組むことが

できる環境配慮行動を指す。環境省（2023）による

と、日本では 2000 年から 20 年間で 5％のリサイク

ル率の増加がごみの総排出量を 24％減少させた。

さらに、意識的要因が地域の政策による社会的要因

より日常生活の中で密接に関わるためリサイクル行

動に大きく貢献する（青木ら 2012）。しかし、意識

と行動の間には「高態度低行動」という環境配慮へ

の意識が行動へ直結しない問題がある（諏訪ら 

2006）。本稿では、マレーシアの環境配慮行動と意

識に関する調査データの要因分析を通し、どのよう

な意識がより効果的にリサイクル行動を促進させる

か報告する。 

 

調査概要 

 本研究では、人々の環境意識と行動の関連性を分

析するため、Ghani ら（2020）がマレーシアの代表

的な 7 都市で行ったアンケート調査によって収集さ

れた調査データを用いた。このアンケートは全 50

項目から構成されており、その内、36 項目は環境

配慮消費に関するものであり、他 14 項目は人口統

計とメディアの選好に関するものである。このアン

ケートは、主にグリーン購入に関するものだが、ご

みの分別行動についての項目も含んでいるため、使

用することとした。このアンケートには合計 430 人

が回答したが、最終的な有効回答数は 375 となった。 

 

分析 

 本研究では、諏訪ら（2006）が示した関心・動

機・行動基本モデルを参考にし、アンケート全 50

項目の内、リサイクル行動に関する 28 項目を関心

（14 項目）、動機（9 項目）、行動（5 項目）に分け、

それぞれで因子分析（最尤法、プロマックス回転）

を行った。なお、新商品に関する意識についての 8

つの質問項目は、今回の研究では関連性が薄いと判

断したため取り除く。因子数はカイザー基準を用い

た。その結果、関心、動機、行動でそれぞれ 3 因子、

2因子、1因子が抽出された。関心の中で、因子 1：

環境への問題意識（EC）、因子 2：環境負荷意識

（EB）、因子 3：資源循環意識（RCA）とした。また、

動機の中で、因子 1：社会規範性（SI）、因子 2：有

効性評価（PBC）とした。最後に、行動の中で、因

子 1：リサイクル行動（RA）とした。なお、関心の

中の因子負荷量が 0.35 を下回った二つの質問項目

は取り除いた。その後、行動を被説明変数、その他

を説明変数として二項ロジスティック回帰分析を行

った。 
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モデルの説明 

𝑙𝑜𝑔 
 𝑌𝑖

1 − 𝑌𝑖

= 𝜷𝒙𝒊 + 𝜸𝒊 + 𝜀𝑖 

 Amoah ら(2021)が行った先行研究より、二項ロジ

スティック回帰モデルを用いて分析する。今回用い

る被説明変数、説明変数は全てダミー変数であり、

6 項目の中のアンケートの質問が Strongly 

disagree から Strongly agree の 5 件法で回答され

ていることから、各項目の得点の上位 75%以上を高

関心、高態度の人とみなし、1,それ以外を 0 と置く

ことにした。𝑌𝑖を RA ダミーが 1 を取る確率と置

き、その逆数を対数変換している。i は個人を表し

ており、𝒙𝒊ベクトルは因子分析で明らかになった潜

在因子の変数を表す。関心の EC、EB、RCA の 3 項

目、動機の SI、PBC の 2 項目の 5 つの説明変数を表

している。なお、個人属性によるバイアスを取り除

くため、調査データから人口統計に関する 9 項目を

含んだγiをコントロール変数として用いた。 

 

分析結果 

表 2：回帰分析結果 

 
 表 2 は二項ロジスティック回帰分析の結果を表し

ている。回帰分析の結果、5 つの変数のうち、3 つ

の変数が 5%以下の水準で有意となった。表 2は各変

数が𝑌𝑖に与える平均限界効果である。その中でも EB

が高い態度の人は、平均して 37%リサイクル行動を

起こす確率が高くなることがわかった。 

 

今後の展望とまとめ 

 マレーシアにおいてリサイクル行動に影響を与え

ている意識として、環境負荷意識、資源循環意識、

社会規範性の 3 要素があることがわかった。また、

高い環境負荷意識を持たせることができれば、行動

の変容に大きく影響することが明らかとなった。こ

れは、今後の環境配慮意識と行動に関する研究にお

いて重要性のある結果だと言える。他の変数におい

ては、今回有意な値ではなかったが、これらが行動

に影響を与えている可能性も考えられる。次の課題

として、人の属性と意識の要因が組み合わさった時

の影響度合いを考えることで、より具体的な提案を

することができるだろう。 
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